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深
作
重
雄
(
白
山
歳
)

ω無
所
属

ω農
業
兼
米
穀
商

ω4回
川
開

0
農
業
漁
業
等
第
一
次

産
業
の
基
繋
確
立
と
安

定
成
長
を
は
か
る
。

O
荷

工
業
の
振
興
対
策
の
積

極
的
推
進
。
。
鋭
光
事

業
の
飛
躍
的
発
展
対
策

樹
立
。

O
原
子
力
施
設

の
安
全
対
策
と
地
域
住

民
対
策
の
検
討
。

任
期
満
了
に
伴
な
う
町
議
会
議
員
の

一
般
選
挙
が
去
る
叩
月
紅
白
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
郷
土
を
よ
り
良

く
す
る
た
め
の
町
政
に
対
す
る
、
町
民

の
み
な
さ
ん
の
強
い
参
加
意
識
は
投
票

率
的
%
と
い
う
数
字
が
如
実
に
示
し
て

い
ま
す
。
投
票
日
の
模
様
を
数
字
で
み

ま
す
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

選挙当日の有権者の数

男 7，381人女 8，016人
計 15，397人

女 7，263人
計 13，696人

投票率

男 87.16% 女 90.61%
計 88.95%
13，696票
13，627業
69票

投票総数

有効投票

無効投票

投票人員

男 6，433人

皆
さ
ん
の
総
意
に
よ
る
選
挙
の
結

果
、
こ
3

に
ご
紹
介
す
る
方
々
が
栄
冠

を
か
ち
得
て
、
こ
れ
か
ら
の

4
年
間
を

私
た
ち
の
代
表
と
し
て
、
町
政
の
発
展

に
尽
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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は

鰍

所

脚

部

恥

幅

削

泊

り

吉

川
叩

O
阿
と
町
民
の
力

ー
端
部
野
F

い
野
瀬
喜
一
興
批
判
明
一
明
1
回

胤
同
日
時
掛
川
崎
韓
日
間
の
整
備
。

O
健
全
財
政
の
確
立
。
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小
松
精
七
之
介

(ω
歳
)

ω無
所
属

ω漁
業

ω1岡

ω0漁
業
と
観
光
を
基
盤
と
し
た
地
域
産
業

の
振
興
。

O
後
継
者
の
育
成
。

0
公
害
の

無
い
住
民
誰
も
が
望
む
大
洗
の
発
展
に
努

力
す
る
。

0
町
民
の
意
志
が
直
接
町
政
に

反
映
さ
れ
る
た
め
の
パ
イ
プ
役
を
来
た
し

明
る
い
心
豊
か
な
町
づ
く
り
に
励
む
。

鈴
木
久
雄
(
必
歳
)

ω無
所
属

ω歯
科
医
師
岬

ω2回

ωo豊
か
で
住
み
よ
り
釘
づ
く
り
。

O
社
会
教
育
・
福
祉
の
向
上
。

0
観
光
・
商
工
・
漁
業
・
農
業
の
調
和

の
と
れ
た
町
数
。

大
震
わ
く
り
(
町
立
蔵
)

ω公
明
党

ωた
ば
こ
販
売

ω2回

ω0環
境
整
備
裏
返
り
を
明
る
く
安
全
な

町
づ
く
り
。

0
原
子
力
施
設
の
安
全
対

策
強
化
。

O
父
子
家
庭
対
策
。

0
草
刈

り
条
例
設
設
推
進
。

O
児
童
公
園
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
拡
充
促
進
。

石
塚
勝
利
(
お
歳
)

ω公
明
党

ω友
官
業

ω2回

ωo生
活
環
境
の
笠
備
。
海
水
汚
染
を
守

る
た
め
公
共
下
水
道
、
側
溝
の
整
備
推

進。

O
漁
業
と
観
光
の
町
大
洗
の
保
全

に
努
カ
。

0
常
に
町
民
の
よ
き
相
相
談
相

手
と
な
り
、
町
民
の
声
を
町
政
の
場
で

真
剣
に
代
弁
す
る
。

金

子

川
川
無
所
属
具
(
m
m品
明
」

+

川

内

O
K崎
工
業

ω会
在
征
長
引
吋

に

努

力

。

空

教

育

町

的

知

γ展

。
地
域
住
民
の
幸
わ
せ
の
た
め
に
努
力
。
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小
沼
幸
一
郎
(
円
四
歳
)

ω無
所
属

ω会
社
役
員

ω2邸

ωoふ
る
さ
と
の
町
大
洗
を

平
和
な
豊
か
な
町
と
し
て

子
係
に
伝
、
え
た
い
。

小
松
崎
七
郎
(
閉
山
歳
)

ω無
所
属

ω会
社
員

ω3田

川
間

O
経
済
的
に
豊
か
な
町
づ
く
り
。

O
福
祉
の
、
景
か
な
町
づ
く
り
。

O
愛
情
、
豊
か
な
町
づ
く
可
。

三
つ
め
豊
か
さ
を
求
め
て
、
伎
口
氏
本
位

の
議
会
活
動
を
推
進
す
る
。

長
我
部
与
四
郎
(
釘
歳
)

ω無
所
属

ω農
業

ω4閉

ω0老
人
、
身
障
者
等
の
福
祉
の
増
進
に
努

カ
し
た
い
。

o
道
路
繋
備
、
下
水
道
な
ど

生
活
環
境
対
策
の
推
進
。

O
蔀
工
漁
業
観

光
の
調
和
の
と
れ
た
明
る
い
町
づ
く
り
。

郡

司

藤

(

白

m
歳
)

ω無
所
属

ω農
・
漁
業

ω4間出

川
間

0
住
み
よ
い
生
活
環
境
の
整
備
。

0
下
水
道
の
完
備
及
び
道
路
盤
織
の
推
進
。

O
観
光
地
の
保
護
。
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金

見オ

に
努

ー
歳
入
の
確
保
と

経
費
の
簡
減
に
努
め
る
i

mw
あ
ら
ま
し

去
る
九
月
十
八
日
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た
大
洗
町
議
会
九
月
定
例

会
で
、
昭
和
五
十
一
一
一
年
度
の
会
計
決
算
が
認
定
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
三
年
度
の
地
方
財
政
環
境
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

厳
し
い
財
政
環
境
で
あ
り
ま
し
た
が
、
歳
入
総
額
三
一
、
二
一
三
、
八

九
七
千
円
、
歳
出
総
額
三
、
O
八
五
、
一
一
一
三
八
子
円
、
歳
入
歳
出
羨

引
一
二
八
、
五
五
九
千
円
、
翌
年
度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源
三
一
、
一

ニ
二
千
円
で
、
実
質
収
支
九
七
、
四
三
七
子
向
の
黒
字
を
出
す
こ
と

が
出
来
た
た
め
翌
年
度
以
降
の
財
政
運
営
を
配
慮
し
、
財
政
調
整

基
金
に
一
一
一
O
、

0
0
0千
円
の
積
立
を
行
な
い
ま
し
た
。

歳
入
の
財
源
構
成
を
み
る
と
依
存
財
源
が
一
、
一
八
七
、
八
七
三

千
円
で
全
体
の
三
七
・
O
%
(
前
年
度
四
0
・
五
%
)
、
自
主
財
源

が
二
、
O
二
六
、
O
二
四
千
円
で
六
一
一
一
・
O
%
(
前
年
度
五
九
・
五

%
)
と
な
っ
て
い
る
。
依
存
財
源
の
、
五
な
る
も
の
は
、
国
康
支
出

金
三
九
九
、
自
O
六
千
円
一
一
了
四
%
、
地
方
債
三
八
一
、
九
0
0

千
円
一
一
・
九
%
、
地
方
交
付
税
二
二
八
、
五
九
四
千
円
七
・
一

%
、
県
支
出
金
一
一
一
一
五
、
一
一
七
九
千
円
四
・
一
一
一
%
、
そ
の
他
四
一
一
、

六
九
四
千
円
一
・
三
%
で
あ
り
、
前
年
度
に
比
較
す
る
と
七
五
、

二
七
六
千
円
で
六
・
八
%
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
出
回
、
主
財
源
に
つ
い
て
は
、
町
税
収
入
が
一
、
コ
一
七
一
、
八

八
ニ
子
円
で
四
ニ
・
七
%
、
そ
の
他
六
五
四
、
一
四
二
千
円
で
ニ

0
・
一
二
%
と
前
年
度
に
比
較
し
て
コ
一
九
一
一
、

0
0一
ニ
千
円
で
二
四

.
O
%
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
を
性
質
的
に
分
析
し
て
み
る
と
、
ま
ず
投
資
的
経
費
が

一、

0
0九
、
二
回
O
千
円
で
、
歳
出
総
額
の
一
一
一
一
了
七
%
(
前
年

度
一
一
一
四
・
二
%
)
を
占
め
前
年
度
に
比
較
し
て
九
三
、
一
一
九
九
千

円
で
一

0
・
一
一
%
の
増
と
な
る
。
さ
ら
に
前
年
度
と
比
較
し
て
伸

び
を
示
し
た
も
の
は
、
積
立
金
一
O
四
、
二
六
九
千
円
一
一
一
・
四
%

(
前
年
度
0
・
五
%
)
、
公
債
費
一
五
九
、
0
0九
千
円
五
・
一
%

(
前
年
度
四
・
四
%
)
、
補
助
費
等
二
一
一
向
。
九
八
千
円
六
・
九

%
(
前
年
度
六
・
一
%
)
と
そ
れ
ぞ
れ
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

義
務
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
一
、
四
七
六
、
七
一
一
八
千
円
と
歳
出

総
額
の
四
七
・
九
%
(
前
年
度
五
一
・
一
%
)
前
年
度
に
比
較
し

て
一
五
回
、
一
九
九
千
円
二
・
七
%
の
増
を
示
し
て
い
ま
す
。

0大洗町財政調整基金

(現金)242，832，000円

。大洗町土地開発基金

(不動産)土地1，393m' 

(現金) 7，317，000円

。大洗町運動公園建設基金

4，371，000円

。大洗町田民年金印紙購入J基金

2，500，000円

。大洗町非常勤消防団異に係る

公務災害補償金及び退職報償

金支給基金(現金)1， 000，000円

。大洗町無線放送愛新基金

7，378，000円

地方譲与税 22，212子河(0.7%)
娯楽施設利用税交付金 24，473千円(0.8%)
自動車取得税交付金 16，177千円(0.5%)
交通安全対策特別交付金 7，137千円(0.2%)
分担金及び負担金 9，000千円(0.2%)
使用料及ぴ手数料 21，165千円(0.7%)
財産収入 48，182千円(1.5%)
寄付金 61，50。千円(2.0%)
繰越金 58，970千円(1.8%)

80，025千河(2.5%)
55，922千円(1.8%)
2，834千円(0.1%)
103，921千円(3.2%)
5，950千円(0.2%)
13，420子同(0.4%)

分担金及び負担金

使用料及び手数料

財産収入

寄付金

繰越金

諸収入

県支出金
136，093千円
(4.2%) 

50，964千円(1.7%)
1，492千円

議会費 69，004千円(2.2%)
消防費農林水産費
130，952千円 118，730子円
(4.2%)"-i (3.8%) 

公債費
159，205子円
(5.2%) 

土木費

662，046千円
(21.5%) 

(単位:千円)

決 算 害真
コニJふ
門一 J日翌年度へ

~ 計 名 最終予算額 歳 入 1ぬ 歳 出 (B) 差 ヲ| 繰越すべ 実質収支
町営火葬j 18，371，580 

金額 収入率 金額 執行率 (A)一 (B) き財源
農道整 8，068，900円

農業用水i 1，500，000円
国民健康保険特別会計 888，296 895，991 100.9 854，777 96.2 41，214 41，214 

東光台国1 4，351，000円
収益的 231， 940 246，433 106.2 218，396 94.2 28，037 28，037 

大洗港建 185，015，000円水道事業会計
資本的

(歳入)201，670 204，906 101.6 235，479 99.1 ム30，573 ム30，573 児童公閣3 町地区)(歳出)237，575 

(収入) 58，422 
9，000，255円

地方卸売市場冷 収益的
(支出) 47，961 47，389 81.1 39，423 82.2 7，966 7，966 

町営住宅3 丘)153，759，166円
凍冷蔵事業会計 資本的 (支出) 10，461 8，637 82.6 ム 8，637 ム 8，637 消防施設1 5，900，000円

農業共済事業会計 28，181 23，453 83.2 17，134 60.8 6，319 6，319 中グラ; 40，748，048円

桜道土地区画整理事業会計 498，067 499，625 100.3 226，808 45.5 272，817 272，817 大賞小屋; 区業95，050，600丹

公 平 委 員 ~ ミ 9，286 9，306 100.2 8，505 91.6 801 801 街中防音f 60，394，125円

建設事業

間一一則
ふ
冨理母特
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大
洗
磯
前
神
社
は
、
『
新
編
常
陸
国
誌
』
が
「
古
ク
ハ
今
ノ
神
科

ノ
山
上
ニ
建
テ
、
主
(
祉
ウ
ル
ハ
シ
ク
、
末
社
四
十
余
社
ア
リ
、
社

領
モ
千
石
ニ

Tr
ラ
ズ
」
と
書
く
ほ
ど
、
そ
の
創
建
の
古
さ
だ
け
で

は
な
く
、
時
代
時
代
に
信
仰
を
集
め
て
発
展
し
て
き
た
。
そ
れ
が

現
代
ま
で
続
い
て
い
る
両
社
の
誇
り
で
あ
る
。

清
良
権
現

鎌
倉
時
代
に
常
陸
守
護
職
で
あ
っ
た
小
田
の
一
族
で
、
茨
城
町

の
小
幡
に
岩
住
し
た
小
幡
氏
は
、
南
に
勢
力
拡
大
を
図
る
水
戸
城

主
江
戸
氏
と
よ
く
対
立
し
て
い
た
。

天
文
元
年
(
一
五
三
二
)
八
月
、
大
洗
磯
前
明
神
に
参
拝
し
て

い
た
小
幡
中
務
出
雲
守
清
良
は
、
江
戸
氏
に
包
囲
さ
れ
家
臣
鳥
羽

自
大
学
・
増
田
藤
九
郎
内
立
花
英
一
六
な
ど
と
と
も
に
殺
害
さ
れ
た
。

天
正
五
年
二
五
七
七
)
六
月
に
は
、
江
戸
重
通
が
大
洗
磯
前
明

神
の
祭
礼
を
口
実
に
溜
沼
南
岸
の
勢
力
を
呼
び
出
し
、
家
臣
立
原

式
部
少
特
に
命
じ
て
小
幡
知
台
(
(
宥
円
)
・
海
老
沢
弾
正
ら
を
毒
殺

し
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
と
き
当
地
方
の
人
び
と
は
そ
の
非
業
の

死
を
哀
れ
ん
で
、
霊
を
慰
め
る
た
め
明
神
境
内
に
清
良
権
現
を
創

建
し
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
事
件
は
、
磯
前
神
社
に
関
係
の
深
い
八
朔
祭
り
や
有

賀
祭
り
の
よ
う
な
浜
降
り
す
る
神
事
の
原
型
が
、
溜
沼
湖
岸
一
帯

に
存
在
し
、
江
戸
氏
が
そ
の
信
仰
心
を
利
用
し
て
い
る
様
子
が
理

解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
地
域
民
の
信
仰
心
が
逆
手
に
科
用
さ
れ

た
結
果
、
大
洗
の
明
神
境
内
は
世
の
争
い
な
ど
俗
界
に
無
縁
で
あ秋田の磯前神社
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ざ
る
、
日
月
幻
日
部
日
の
両
日
、
宮

崎
県
営
陸
上
競
技
場
で
行
な
わ
れ
た
、

全
国
大
会
で
、
当
釘
よ
り
茨
城
県
代
表

と
し
て
、
ト
部
晃
さ
ん
(
田
山
石
油
府

勤
務
)
が
出
場
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
で

見
事
一
叫
悦
に
入
賞
、
(
大
会
新
記
録
)
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
走
り
巾
飛
ぴ
競
走
で
は
、
第

二
位
と
な
り
、
一
人
で
金
・
銀
二
個
メ

ダ
ル
を
手
に
し
、
故
郷
に
錦
を
飾
り
ま

し
た
。ト
部
さ
ん
は
、
勤
務
先
で
も
評
判
の

模
範
居
間
貝
、
大
会
に
さ
か
れ
た
分
を
と

り
か
え
そ
う
と
、
目
下
一
生
懸
命
仕
事

に
励
ん
で
い
ま
す
。

お
年
寄
り
の

皆
さ
ん
も

積
極
的
に
参
加
/
@

や
茨
城
県
警
察
音
楽

隊
に
よ
る
楽
し
い
演

奏
な
ど
で
充
実
し
た

一
日
を
過
し
ま
し
た
。

あ
せ
っ
て
る

あ
な
た
の
足
よ
り

率
は
速
い

お
年
寄
り
の
皆
さ

ん
交
通
事
故
に
は
充

分
に
気
を
つ
け
ま
し

ト
ゐ
よ
ノ
。町

民
め
e
@
:

愛
の
献
血

ご
協
力
有
難
う
ご
、
ざ
い
ま
し
た

日
月
8
日
は
世
界
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
メ

ン
バ
ー
が
一
斉
に
奉
仕
を
す
る
日
で
あ

り
、
社
会
の
た
め
お
手
伝
い
を
す
る
ラ

イ
オ
ン
ズ
デ
l
で
す
。

私
た
ち
、
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

で
も
こ
の
日
、
早
朝
よ
り
桜
並
木
道
路

の
清
掃
を
行
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、
き

れ
い
な
町
づ
く
り
の
た
め
の
、
町
民
意

識
の
高
揚
に
役
立
て
よ
う
と
、
「
地
球

を
汚
す
な
、
ポ
イ
捨
て
は
や
め
よ
う
己

の
ポ
ス
タ
ー
百
枚
を
町
内
各
所
に
貼
り

ま
し
た
。
更
に
、
日
月
初
日
に
は
第
日
回
目
の

愛
の
献
血
を
行
な
い
ま
し
た
。
当
日
は

台
風
初
号
の
通
過
中
で
、
強
風
豪
雨
に

見
舞
わ
れ
、
献
血
に
は
無
理
で
き
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
百
数
十
名
の

方
々
が
台
風
に
も
め
げ
ず
、
献
血
に
お

出
で
下
さ
い
ま
し
た
。

人
と
人
と
の
助
け
合
い
、
こ
の
滋
愛

の
心
を
持
っ
た
人
々
に
感
動
と
共
感
を

賞
、
え
す
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

心
か
ら
メ
ン
バ
ー
一
同
、
感
謝
の
念

で
一
杯
で
す
。
こ
こ
に
紙
上
を
も
っ

て
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

(
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
)

っ
た
神
域
で
は
な
く
な
り
、
戦
場
に
な
る
こ
と
も
多
く
な
っ
た
。

『
大
洗
磯
前
大
明
神
本
縁
起
』
に
よ
る
と
、
永
禄
年
中
(
一
五
五
八

|
一
五
六
九
)
小
田
原
北
条
氏
と
結
ん
だ
「
小
田
氏
知
天
海
の
乱
」

で
「
小
社
四
十
余
社
」
と
い
わ
れ
る
末
社
や
「
神
戸
一
千
戸
L

と

い
わ
れ
た
磯
浜
も
兵
火
に
か
か
り
焼
失
し
た
。
社
殿
そ
の
も
の
も

再
建
が
不
可
能
で
、
山
中
よ
り
浜
辺
に
移
さ
れ
、
仮
小
屋
程
度
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
祭
事
な
ど
も
完
全
に
は
で
き
ず
、
し

ば
し
ば
中
川
断
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。

秋
の
交
通
安
全
運
動
が
去
る
9
月
目

日
か
ら
刊
日
間
、
全
国
的
に
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
町
で
も
各
種
行
事
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
が
そ
の
一
つ
と
し
て
「
お
年

寄
り
の
た
め
の
交
通
安
全
教
室
」
が
、

一
去
る
9
丹
羽
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
水
一
戸
署
管
内
の
今
年
の
交
通
死

亡
事
故
(
8
月
現
在
)
を
み
て
も
、
そ

の
う
ち
却
%
が
お
年
寄
り
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
水
戸
署
で
管
内
市
町
村

に
呼
び
か
け
「
茨
城
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

:
ン
タ
l
L
で
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
、
町
内
各
高
A
有
者
ク
ラ
ブ
か
ら

匁
参
加
し
た
品
名
の
皆
さ
ん
は
、
出
発
前

の
加
分
間
、
水
戸
署
間
部
部
長
の
交
通

ル
l
ル
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
き
、
会

場
ま
で
の
パ
ス
車
内
で
も
窓
外
の
道
ゆ

機
く
人
々
を
例
に
と
り
実
際
の
勉
強
を
熱

翻
心
に
し
て
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
メ
デ

翻
イ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
高
木
先
生
か
ら
、

グ
お
年
寄
り
の
健
康
管
理
4

に
つ
い
て
、

健
康
体
操
の
実
演
を
ま
じ
え
て
の
講
演

一
三
一
一
許
認
同
総
翻
鱗
鱒
機
繍
献
納

Flu--
一

一
細
部
ち
よ
う
な
ら
一
体
一
関
脇
鞠
鱒
鱗
静
一
一

骨
‘
調
F

四
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務
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織

内

1
J

滅
欝
議
機
織
機
鱒
織
機
嫌
瀦
機
織
機
v
j

一

一

一

闘
っ
と
か
畏
立
旬
日
立
易

TAbヰ
一

瞬

一

勝

機

騒

騒

鱗

盤

機

騒

騒

へ

v

一

i

f

f

p

t
説
白
河
Fah争
J
E
E
タ
主
主
セ
ド
ト
d
d
E

一

番

民

一

機

機

騒

憾

機

機

織

機

騒

鱈

機

騒

騒

約

一

一

…

旧

大

洗

役

場

庁

舎

が

、

こ

の

当

時

に

し

て

は

か

な

り

進

歩

び

に

な

り

、

現

在

の

庁

舎

に

引

縄

肉

離

麟

離

離

麗

罷

麟

麟

ヂ

…

己
主
引
け
れ
わ
γ

的
訪
れ
れ
れ
一
二
仁

H
u
-
-
J議
機
襲
撃
鱗
磯
雪

一

現

在

に

移

っ

て

か

ら

は

、

旧

庁

予

円

で

払

下

げ

て

旧

磯

浜

町

役

場

浜

町

時

代

も

入

れ

る

と

祭

鱗

機

購

轍

灘

雪

…
舎
は
専
ば
ら
「
ひ
い
が
ま
遺
跡
」
境
庁
舎
と
し
ま
し
た
。
約
印
年
間
町
政
執
行
の
中
心
の
…
博
選
麟
鱒
麟
欝
議
離
離
愁
替
場
一

e

の
土
器
等
の
物
霞
に
さ
れ
て
い
大
正
ロ
年
度
目
年
度
、
両
年
場
と
な
っ
て
き
た
も
の
で
旧
庁
;
川
麟
鱗
機
鱗
機
騒
騒
繍
鱗
川
欄
叫
ん
綱
一

…
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
妻
、
度
で
完
成
し
ま
し
た
。
総
工
費
舎
の
取
こ
わ
し
に
あ
た
り
、
省
必
~
鱒
騒
鞠
麟
鱗
機
山
繍
ぷ
旧
一

危
険
な
状
品
開
山
に
な
り
ま
し
た
の
が
二
一
、
一
四
七
円
で
し
た
。
み
て
う
た
た
感
慨
、
え
に
た
え
な
し
子
付
鱗
鱗
盤
機
鱗
麟
鱗
繍
織
藤
誠
ぽ
同
一

一
で
、
こ
の
度
ぴ
取
り
干
与
さ
れ
昭
和
泊
年
に
大
洗
町
が
誕
生
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
村
山
山
心
機
お
織
機
鱗
盤
機
州
川
剤
一
川
一

一

た

も

の

で

す

。

し

て

大

洗

町

役

場

庁

舎

と

な

っ

氾

役

場

庁

舎

よ

ご

く

ろ

っ

き

戸

川

{

糟

議

畿

藤

川

一

瞬

川

げ

札

一

一

そ

も

そ

も

こ

の

旧

庁

舎

は

、

て

か

ら

は

、

急

に

予

言

と

な

ん

で

し

た

。

関

付

機

関

駅

鱗

騒

騒

野

齢

z
h
H

一
昭
和
四
年
に
明
神
町
の
海
岸
に
り
ま
し
た
が
、
学
校
や
道
路
の
大
洗
町
役
場
一
職
員
関

2
5
5級
機

5
ね
繍
闘
騒
網
総
料
鵠
制
盤
一

…

田

市

立

の

水

産

試

験

所

が

設

置

さ

整

備

が

先

き

だ

と

云

う

事

に

な

¥

民

%

あ

札

機

P
義
一
一
機
織
鱒
憐
れ
い
制
闘
機

4

…

れ

た

時

の

建

物

で

し

た

。

っ

て

、

新

庁

舎

建

設

は

の

び

の

人

可

議

選

管

襲

撃

議

闘

騒

騒

襲

撃
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秋
回
市
の
磯
前
神
社

、
氷
正
七
年
(
一
五
一

O
)
十
二
月
二
日
、
太
田
城
の
佐
竹
)
義

舜
が
水
戸
城
主
江
戸
但
馬
入
道
・
彦
五
郎
父
子
に
出
し
た
鼠
判
の

起
請
文
に
、
大
洗
の
神
の
名
が
常
陸
二
五
社
中
の
四
番
目
に
あ
る
。

天
正
十
八
年
二
五
九

O
)
十
二
月
、
佐
竹
義
室
は
水
戸
域
に
、

江
戸
重
通
を
追
放
し
て
、
五
四
万
石
の
大
名
と
な
っ
て
入
っ
た
。

大
洗
磯
前
明
神
の
あ
る
宮
田
村
は
、
そ
の
信
仰
関
係
も
あ
っ
て
か

直
轄
地
と
さ
れ
、
村
高
九
百
十
二
石
六
升
、
そ
の
年
煮
は
八
十
四

貫
百
十
四
文
で
、
家
老
人
見
主
繕
の
預
り
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
特
殊
関
係
も
あ
っ
て
、
佐
竹
氏
が
慶
長
七
年
二

六

O
二
)
秋
田
に
国
替
え
に
な
っ
た
と
き
、
明
神
の
別
当
山
伏
が

そ
の
城
下
に
磯
前
神
社
を
移
し
た
と
い
う
。
現
在
で
も
同
社
は
、

秋
田
市
東
通
明
白
の
、
三
五
メ
ー
ト
ル
の
富
士
山
西
側
に
鎮
座
し

て
い
る
。

佐
竹
氏
は
、
秋
田
に
移
っ
て
も
磯
前
信
仰
を
つ
づ
け
、
春
秋
の

祭
り
に
は
必
ず
伐
参
を
出
し
た
と
い
う
。
こ
の
領
主
の
信
仰
の
影

響
を
受
け
た
土
地
の
漁
民
も
、
漁
業
の
神
と
し
て
晩
春
の
イ
ワ
シ

漁
の
始
ま
る
前
に
は
大
漁
祈
願
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

漁
期
の
終
わ
り
に
は
常
陸
の
習
俗
に
な
ら
っ
て
包
丁
奉
納
の
神
事

を
し
た
と
い
わ
れ
る
。
現
在
の
大
洗
に
は
、
こ
の
風
習
が
あ
る
だ

ろ
、
っ
か
。社

殿

元
禄
三
年
(
一
六
九

O
)
七
丹
、
水
戸
藩
二
代
日
光
盟
(
義
公
)

は
、
明
神
の
由
来
を
知
っ
て
そ
の
神
域
を
正
し
、
現
在
地
の
山
の

中
段
に
社
殿
を
建
て
た
。

三
代
呂
綱
条
は
、
正
徳
五
年
二
七
一
五
)
八
月
、
安
積
党
に

文
を
選
ば
せ
て
『
本
縁
起
』
ニ
巻
を
作
り
、
享
保
十
五
年
(
一
七

三

O
)
八
月
永
禄
以
前
の
旧
跡
で
あ
る
現
在
地
に
、
父
義
公
の
建

築
し
た
社
殿
を
移
し
た
。
こ
れ
が
元
禄
時
代
の
建
築
物
と
し
て
、

昭
和
四
五
年
九
月
に
県
指
定
重
要
文
化
財
と
な
っ
た
現
在
の
拝
殿

と
本
殿
で
、
当
町
内
で
も
っ
と
も
古
い
建
造
物
で
あ
る
。

大

洗

町

史

編

さ

ん

委

員

江

原

忠

昭

利用26日""'1.2舟2日

十
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
の
冬
場
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ

な
ど
の
暖
房
器
異
を
使
う
こ
と
か
ら
、
一
年
の
う
ち
で
も
最

も
火
事
の
多
い
季
節
で
す
。

火
災
の
原
因
を
み
ま
す
と
、
暖
房
器
輿
の
中
で
一
番
多
い

の
は
、
な
ん
の
い
っ
て
も
石
油
ス
ト
ブ
で
す
。

昭
祁
五
十
三
年
の
統
計
で
は
、
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
二

平
七
白
六
十
六
件
(
全
国
)
の
う
ち
、
七
五
%
に
あ
た
る
二

千
七
十
六
件
ガ
石
油
ス
ト
フ
に
よ
る
も
の
で
す
。

今
年
も
、
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
、
秋

の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

秋の全国火災予防運動



(4) 

「
健
康
第
ご
と
前
関
民
健
康
保
険

で
は
、
去
る
十
月
三
十
日
、
「
健
康
優
良

{
杢
疑
」
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
七
月
分
の
被
保
険
者
の
み
な
さ

ん
の
医
療
費
な
ど
の
給
付
費
と
し
て
、

町
毘
民
健
康
保
険
か
ら
七
千
八
百
八
十

万
円
程
支
払
は
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
一
日
平
均
に
い
た
し
ま
す
と

二
百
五
十
四
万
円
程
が
毎
日
毎
日
支
払

は
れ
た
計
算
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

お
金
は
、
み
な
さ
ん
が
負
担
す
る
「
国

保
税
」
と
「
国
や
町
の
補
助
金
」
な
ど

で
賜
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
最
近
は
、
国

民
健
康
保
一
倹
の
趣
旨
を
充
分
に
理
解
さ

第 96号

ます

弘、

津見

ござい

らあお

おめでとっ

お

、民

昭和田年11月15日

れ
「
健
康
の
保
持
と
増
進
」
に
努
力
さ

れ
て
い
る
{
杢
疑
が
少
し
づ
っ
ふ
え
て
お

り
、
各
家
庭
で
、
臼
頃
か
ら
家
族
み
ん

な
の
「
健
康
管
理
L

に
留
意
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

昨
年
(
昭
和
五
十
三
年
度
)
中
、
家

族
全
員
健
康
に
す
ご
さ
れ
、
一
一
回
も
お

医
者
さ
ん
に
か
か
ら
ず
、
ま
た
留
保
税

も
納
期
内
に
完
納
さ
れ
た
次
の
方
々
に
、

表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
っ
て
、
一
家
の

健
康
を
た
た
え
ま
し
た
。

(
敬
称
は
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
)

O
明
神
町

藤
島
武
、
大
川
日
目
一
、
夏
川
高
男
、
川

上
フ
ミ
子
、
照
沼
き
み
江
、
橋
本
と

み
、
高
僑
忠
街
、
渡
辺
進
士
口

o
一
丁
目

飛
田
金
次
、
石
田
静
江
、
大
須
賀
清

男
、
石
田
州
た
つ

O
二
了
目

大
川
ハ
ル
、
関
根
あ
や
子
、
桧
山
征

佑
、
阿
内
文
雄
、
庄
司
重
土
口
、
関
根

ノ
¥
噌
}

O
仲
町
石
崎
栄
、
鬼
沢
芳
明
、
久
六
之
助
、

小
野
瀬
ハ
ナ
子
、
小
林
き
く
、
平
戸
登

O
金
沢
黒
沢
康
子
、
大
川
な
を

O
通
町

A
7
瀬
巻
子
、
平
田
は
つ

O
新
町
石
沢
ち
ょ
、
窪
田
裕

O
祝
町
野
口
綾
子
、
阿
部
清
昔
、
岩
下
喜
久

一
、
木
村
四
郎
、
村
留
あ
さ
、
村
山

清士口、

O
永
町
佐
々
木
貞
子
、
凶
ロ
紘
治
、
小
松
崎

利
一
一
一
、
引
橋
ト
メ
、
佐
藤
よ
て
、
塚

本
輝
子
、
辻
回
実
、
横
須
賀
繁
、
樋

森
義
人
、
峯
岸
正
、
秋
山
宗
夫
、
小

沼
幸
夫
、
高
橋
き
く
子
、
宮
崎
弘
、

上
山
山
秋
努
、
古
賀
利
行
、
関
根
寿
、

鹿
山
武
夫

O
髭
釜

、
倉
田
守
義

すれすれの八以 00000 公立験談 機絞殺泌シ♂〆明議論錨機盤機鑑識鱗 000  
。ま。た方十上な大松松松鈴松田 ず襲撃警 護議 系暴饗議離議選鱗 f左蔵関舟松つ雄川寺草引ね郎崎粟
宇こ々オ三お谷)11)11 ) 11木川は ぜ襲安 鱗議滋ぷ鱗轡盤欝纏久前根渡崎る、崎釜野よ、、千原
主れとが以十、JlI第共中好報る 警官 ん岬臓 器榊機騒騒麟騒畿騒鶴間 マ 湾、小大 三し塚飯代政
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かも誠、人、健崎大小佐 )11 山 、 市 桜笠、、 回ち、椿門

会震是正土手警三議襲警襲 警江主主義品島行野高是荻品藤稲品耳、右主高日市2常 竺 争時1号 室で右足一
祈ていば間十才隠 す 劫橋イ百 1S'f士山崎、瀬榔-i，召清{憂聖子 j青ぎ悶宿梨出毛宿 j費 、 る渡 f山久 、綿品松山
り元し健オ以 t:::. ぃ 田 勇小明扶松水辺水くち千、と沼田 、辺次子 菊引英、勝
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h 
ぷt..

八
千
七
百
九
拾
円
也

交
通
安
全
協
会
大
洗
支
部
研
修
旅
行
の

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
代
を
老
人
恕
の
家
へ
施
設

費
と
し
て

付

水
戸
地
区
交
通
安
全
協
会

大

洗

支

部

殿

ク
チ
ナ
シ
苗
木

二
十
五
本

大
洗
町
誕
生
二
十
五
周
年

a

を
記
念
し
て

大
洗
町
芸
術
文
化
祭
第
五
回

大
洗
町
大
賞
町
角

2 
g 

辻

廃立

彦

大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
祉
の
面
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
配
慮
い
た

に
左
記
の
方
々
よ
り
寄
付
が
よ
せ
ら
れ
し
て
お
り
ま
す
。

て

お

り

ま

す

。

な

お

大

洗

町

社

会

福

祉

協

議

会

に

お

善
意
銀
行
に
ょ
せ
ら
れ
る
ご
寄
付
は
、
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
町
民
の
皆
様
方

小
学
校
の
生
徒
さ
の
善
意
や
奉
伎
の
環
を
ひ
ろ
め
、
ボ
ラ

b

ん
が
、
「
お
と
し
ま
」
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
幸
せ
で
明

A
G
Y

か
ら
お
く
ら
れ
た
、
る
い
豊
か
な
地
域
福
祉
社
会
を
つ
く
る

Z

埼
謝
礼
金
あ
る
い
は
こ
と
に
努
力
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今

=c
蕗
宿
会
が
行
な
っ
後
も
町
民
の
皆
様
方
の
ご
協
会
を
お
願

、
た
バ
ザ
ー
の
談
金
い
申
し
上
げ
ま
す
。

勺
也
可
等
を
恵
ま
れ
な
い

O
昭
和
五
十
四
年
四
月
よ
り
九
月
ま

さ
人
々
の
福
祉
向
上
で
に
善
意
銀
行
に
寄
付
を
さ
れ
た
方

f

s

や
し
体
不
自
由
児
マ
大
洗
町
磯
浜
町
二
一
六
五

、j
a
h

の

方

々

の

更

生

の

大

賞

小

学

校

(

二

年

)

ム

『

つ

た

め

生

か

し

て

い

和

田

健

司

君

斗

す

た

だ

き

た

い

と

云

五

、

0
0
0門

司

と

う

趣

旨

に

よ

る

も

苦

闘

志

の

で

あ

り

ま

す

。

〉

カ

善

意

銀

行

に

お

/
》

E
F
い
て
は
、
こ
う
し

意

汁

た

ご

趣

旨

に

添

え

じ

¥

長

Y-
る
よ
う
町
内
の
恵

謹
口

j

ま
れ
な
い
人
々
の

-

二

福

祉

の

向

上

、

ま

た
は
町
よ
り
各
種

の
福
祉
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
「
お

と
し
よ
り
」
や
「
し
体
不
自
由
児
」
の

方
々
の
福
祉
向
上
の
た
め
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
皆
様
方
の
善
意
が
福

マ
大
賞
商
庖
会
代
表
猿
田
照
一
殿

二
万
二
、
五
五

O
円

マ
大
洗
町
菓
子
工
業
組
合

代
表
石
橋
栄
三
郎
殿

一
万

O
、
0
0
0円

マ
乾
会
会
長
石
井
藤
助
殿

三
万
七
、
三

O
O円

マ
大
洗
町
磯
浜
町
、
水
町
一
六
四
の
一

千
葉
は
ま
澱

一、

0
0
0円以

上

町名 実績客員

成 出 4，500 
磯浜婦人会 2，000 
古賀忠夫 1，000 

言十 1，750，561 

厨T 名 実績客員

松 5， 700 
松 中 5，100 
松 まt 3，300 
松 5， 100 
大谷川 4，200 

昭和54年度自本赤十字社特別社費

30，000 
30，000 
30，000 
30，000 
30，000 
20，000 
20，000 
10，000 
10，000 
10，000 
10，000 
10，000 

10，000 
5，000 
5，000 
5，000 
5，000 
5，000 
3，000 
3，000 
3，000 
3，000 

287，000 

有限会社鴎安運送

有限会社九五事商庖

有限会社浜泰商 1古

海聖子 島

宇す 向 きと子一

梶間水産量株式会社

有限会社浜勘商 1百
加都東冷凍株式会社

寿多庵(飲食)

茨交大洗ホテル

大洗ゴルフクラブ

大洗海岸病院

動力炉核燃料開発事業団大i先
工学センタ

ホテル大洗荘

大洗ノマークホテル

グ 1) 一ン大 i先緑水協
株式会社月の井酒造活

力印水産株式会社

辰元病!完

篠原病院

野手病院

箆 病院

言f

関I 名 実績吉真

蔵 1 11，250 
蔵 2 13，500 
蔵 3 8，500 
蔵 4 9，900 
上 2 9，300 
よ 3 9，000 
中 1 9，600 
中 2 10，000 
iヒ 1 10，000 
ヰヒ 2 9，000 
南 1 6，000 
南 2 11，500 
角 1 10， 100 
角 2 21，500 
角 3の1 6，600 
角 3の2 9，000 
角 4 5，600 
角 5 10，800 
角 6 6，500 
前住(1) 6，300 
前住 (2) 5， 700 
自Iif主 (3) 8，100 
原 f主 13.200 
原!主独身寮 7，764 
動燃夏j毎寮 7，975 
東北大寮 3，600 
神 山 6， 700 
JII 口 6，500 
荒 谷 13，500 
I兵 欠 2， 700 
古 宿 15，900 
よ 宿 12，000 
下 街 10，800 
子 f石 3，000 
松 報 7，500 

昭和54年度

官丹

ことしも「赤十字社員増強運動」がはじま

りまし Tニ。

毎年町内会長さんを通じて、町討のみなさ

んにご協力をいただいておりますが、 10月1

B現夜で社費1，750 ，561円が集りました。こ

れもひとえに町内のみなさまと、町内会長さ

ん各{立の深いご協力のたまものと心から!感謝

いたしております。

これらの社費は、災害救護、身体障害者の

緩助、青少年の健全育成、など数多くの亦十

字事業に使われることになっています。

f士費のこ協力いたたーいた町内は別表のとお

りです。

なお未整理のIBT内が若かんあります。J;見イ1:
運動期間中ですので珂重ねてこ'thiJjJ下さるよう

お願い申しあげます。

三七
五3

協力地震一覧
(10月1日現在)

雪

幸長

官雪7

町名 実績額

永15の2 12，500 
永16の1 17，700 
永16の2 16，500 
永16の3 17，400 
童三 1 16，600 
霊色 2 11，300 
童三 3 13，800 
童三 4 16，000 
霊品 5 12，500 
童三 6 12，400 
主主 7 10，300 
童三 8 14，000 
霊邑 9 11，700 
髭10の1 20，000 
霊610グ)2 38，800 
童三11の1 23， 100 
霊611の2 20，100 
寺 I 9，900 
寺 2 9，600 
寺 3 9，000 
ミ子 4 7，500 
寺 5 8，400 
寺 6 8，100 
寺 7 7，500 
寺 8 11，200 
寺 9 8，000 
寺 10 11，200 
寺 11 12，900 
寺 12 8，400 
舟 1 7，100 
舟 2の1 8，600 
舟 2の2 5，900 
舟 2の3 5， 700 
舟 3 7，200 
チ毎 4 4，500 

町名 笑績額

f兄 7 5， 700 
松ケ丘(1) 20，564 
松ケ丘(2) 19，400 
通 1 8， 700 
i盈 2 10，800 
通 3 9，600 
新 1の1 8，200 
新 1の2 6，300 
新 2の1 6，300 
新 2の2 3，200 
新 3の1 10，500 
新 3の2 15，300 
新 4 9，800 
新 5 19，900 
新 5の1 12，400 
新 5の2 8，100 
新 5の3 11，600 
新 6 15，800 
新 7 29，500 
新 8 11，000 
刀t 1 16， 100 
カく 2 10，400 
永 3 8，300 
方t 4 7，700 
刀t 5 17，300 
永 6 11，900 
力t 7 9，000 
方く 8 8，900 
力t 9 15，300 
君主 10 23，000 
方t 11 14，400 
方t 12 12，000 
方t 13 26， 700 
舟え 14 17，400 
永15の1 16，500 

国T 名 実績額

明 1 43，400 
問問 2 20，300 
明3のよ 11，400 
明3の下 10，500 
R悶 4 8，100 
明 5 13，400 
明 6 9，000 
日月 7 13，900 
日月 8 グ)1 9，500 
日月 8 の2 10，000 
日月 9 11，400 
日月 10 7，500 
司珂11グコ1 21，000 
明日の2 20，400 
東光台 18，400 
Iの1上 13， 100 
1の1下 13，800 
1σ) 2 12，600 
1σ) 3 9，000 
1 グ) 5 7，000 
汐見ヶ丘 7，808 
2σ) 1 16，600 
2σ) 2 17，000 
2 グ) 3 21，500 
f中 2 10，200 
f中 3 16，800 
金 2 10， 700 
金 5 10，800 
キ兄 1 22，600 
子兄2σコ1 14，900 
キ兄2の2 12，600 
キ兄 3 8，400 
f兄 4 19，000 
干兄 5 15，400 
千兄 6 9，800 
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@清掃の奉仕で

も百

道路の

護軍お

韓
民
化

② 

大
洗
口

i
oノ
リ
ー
ク
ラ
ブ

第 96号

い
つ
か
、
何
処
か
で
「
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
」
と
一
言
ふ
言
葉
を
お
耳
に

さ
れ
た
方
も
多
い
と
忍
い
ま
す
。
「
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
は
七
十
五
年
前

に
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
り
、
現
在
世
界

中
に
一
八
、
こ
六

O
ク
ラ
ブ
・
八
、
五

二
、
七
回
二
名
の
会
員
を
持
つ
団
体

で
す
。
「
ク
ラ
ブ
」
は
「
倶
楽
部
」
と

4

脅
か
れ
て
「
倶
に
楽
し
む
」

l
「親

睦
」
の
意
味
に
と
ら
れ
が
ち
で
す
が

「ロ

i
タ
リ

i
ク
ラ
ブ
」
は
決
し
て

単
な
る
親
睦
だ
け
の
団
体
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
「
ロ

ー
タ
リ
ー
精
神
を
以
て
世
界
の
平
和

(5) 

と
繁
栄
に
寄
与
し
よ
う
」
と
一
言
う
同

じ
志
を
持
っ
た
人
々
の
組
織
体
で
す
。

こ
こ
に
一
言
う
「
ロ
ー
タ
リ
ー
精
神
」

と
は
「
愛
」
を
基
調
と
し
て
常
に
「
相

手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
」
「
自

分
の
職
業
に
誇
り
を
持
つ
」
と
一
言
、
っ

「
奉
仕
の
精
神
」
を
拡
し
ま
す
。
従

っ
て
ロ
ー
タ
リ
ー
の
奉
仕
は
、
物
質

面
ば
か
り
で
な
く
精
神
面
に
も
広
く

及
ん
で
居
ま
す
。
当
ク
ラ
ブ
が
大
洗

町
文
化
芸
術
祭
の
創
設
に
大
き
く
寄

与
し
た
こ
と
は
単
的
に
こ
れ
を
物
語

っ
て
居
ま
す
。
各
町
立
小
学
校
へ
の

文
庫
の
寄
婚
、
救
急
セ
ン
タ
ー
へ
の

本
一
品

表彰状を受ける村間協議会長

道
路
の
美
化
・
清
掃
に
顕
者
な
功
績

の
あ
っ
た
団
体
と
し
て
、
こ
の
た
び
、

本
前
新
町
地
域
美
化
推
進
協
議
会
が
建

設
大
豆
よ
り
表
彰
さ
れ
、
去
る
日
月
M
U

日
、
竹
内
県
副
知
事
よ
り
村
岡
協
議
会

障
壁
並
木

大
洗
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
な
う
選
挙
に
つ
い
て
は
、
去
る

犯
月
出
日
告
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
選
挙

に
よ
る
委
員
定
数
日
名
に
対
し
て
、
立

侯
補
者
の
届
出
が
日
名
で
定
数
を
超
え

な
い
た
め
、
無
投
票
で
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
は
こ
の
ほ
か
に
、
選
任
に
よ
る
委

員
5
名
(
議
会
が
推
せ
ん
し
た
学
識
経

験
者
4
名
、
農
業
協
用
組
合
1
名
)
が

加
わ
り
構
成
さ
れ
、
任
期
は
昭
和
町
年

日
月
2
日
ま
で
の
3
年
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。

医
療
機
器
の
寄
贈
、
海
水
浴
客
へ
の

ポ
リ
袋
ゴ
ミ
袋
の
配
布
等
全
て
奉
仕

の
精
神
の
現
れ
で
す
。
又
先
号
の
当

紙
に
戴
り
ま
し
た
ラ
イ
ラ
と
か
、
諸

外
国
と
の
学
生
の
交
換
留
学
生
へ
の

奨
学
金
等
国
擦
性
豊
か
な
奉
仕
も
多

多
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
に
は
夫
々
の

受
持
を
分
担
し
た
委
員
会
が
あ
り
、

地
域
の
要
望
又
国
際
的
視
野
か
ら
の

婆
哲
一
を
調
査
し
、
よ
り
よ
く
奉
仕
す

る
様
研
究
を
怠
り
ま
せ
ん
。
「
真
実

か
」
「
公
平
か
」
「
好
意
と
友
情
」
「
み

ん
な
の
た
め
に
な
る
か
」
こ
の
四
項

を
例
会
の
始
め
に
唱
和
し
て
行
動
の

慈
一
本
と
し
て
研
銭
に
勉
め
て
后
り
ま

す。
地
域
の
皆
様
の
制
御
認
識
と
御
支
援

を
御
願
い
す
る
も
の
で
す
。

(
情
報
委
員
会
野
手
生
) じ二宮

長
と
金
沢
新
町
区
長
会
長
に
表
彰
状
と

表
彰
楯
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

新
町
地
域
美
化
推
進
協
議
会
は
、
去

る
昭
和
臼
年
、
県
が
善
行
を
た
た
え
る

た
め
に
制
定
し
た
「
パ
ラ
賞
し
の
第
一

四
受
賞
毘
体
で
あ
る
新
町
3
匿
の
2
町

内
会
が
中
核
と
な
り
、
新
町
全
体
に
呼

び
か
け
結
成
し
た
も
の
で
、
毎
月
第
3

日
曜
日
を
清
掃
の
日
と
定
め
、
関
市
道
・

釘
道
の
清
掃
繋
備
に
励
ん
で
き
た
も
の

で
す
。
昨
日
年
度
に
は
第
日
田
茨
城
県

交
通
安
全
県
民
大
会
で
、
交
通
安
全
功

労
者
(
団
体
)
と
し
て
県
交
通
対
策
協

議
会
長
の
笈
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

深管

11 笠原
i量弥
!6355 
1j 歳歳

!!歳歳
i坦坦

li 

決
ま
る

選
挙
に
よ
る
番
目
蝿
(
日
名

小
野
崎
総
一
回
歳

大

野

弘

田

歳

深
作
惣
治
川
町
歳

土

地

繁

雄

的

歳

小
野
瀬
俊
市
印
歳

内

出

光

正

鵠

歳

茂

木

隆

樹

ω歳

深

作

竹

之

町

歳

関

良

日

歳

井

上

譲

日

歳

長
我
部
与
四
郎
町
歳

深
作
伊
佐
男
出
歳

亀

山

清

臼

歳

清

水

多

喜

町

歳

関
根
警
衛
門
臼
歳

選
任
に
よ
る
委
員

(
4
名 大磯神成成神成成大祝大磯磯神祝
寅浜山田沼山田聞賞箆丁賞浜浜山町

伊

藤

栄

大
塚
敏
郎

49 52 
歳歳

(
磯
浜

(
磯
浜

~く営

昭
和
田
・
日
年
度
の
2
ヶ
年
継
続
事

業
で
工
事
を
行
な
っ
て
い
た
。
町
営
火

葬
場
の
火
葬
棟
が
こ
の
た
び
完
成
し
、

日
月
U
B
よ
り
使
用
を
開
始
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

待
合
室
棟
は
出
年
2
月
に
完
成
の
予

定
で
す
。
注
意
事
情
明

O
山
刻
家
に
お
け
る
注
意

、
お
棺
の
中
に
は
、
ピ
ン
、
メ
ガ
ネ

等
の
ガ
ラ
ス
類
、
セ
ト
モ
ノ
類
、
金

物
類
、
ビ
ニ
ー
ル
、
ナ
イ
ロ
ン
類
及

び
爆
発
性
物
質
等
は
絶
対
に
入
れ
な

い
で
下
さ
い
。

一
一
、
お
棺
の
中
に
は
、
布
団
・
マ
ッ
ト

教
育
委
員
に

増

関

大
洗
町
教
育
委
員
の
沼
崎
竜
太
氏
が

こ
の
た
び
、
任
期
満
了
と
な
り
退
任
さ

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
新
ら
た
に
増
田
栄
一
氏
が
選

任
さ
れ
、
去
る
九
月
の
町
議
会
で
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

栄

氏

増
田
氏
は
永
い
間
本
町
役
場
に
勤
務

さ
れ
、
教
育
委
員
会
事
務
局
長
、
住
民

課
長
、
総
務
課
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、

人
格
識
見
と
も
に
教
育
委
員
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
方
で
あ
り
、
今
後
の
ご
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
協
同
組
合
が
推
せ
ん
し
た
理
事
(
1
名

杉
山
晴
茂

日
オ

(
成
自

棟
が
完
成

レ
ス
等
厚
い
も
の
を
入
れ
る
と
、
火

葬
時
間
が
大
幅
に
延
び
ま
す
の
で
入

れ
な
い
で
下
さ
い
。

0
当
家
に
お
け
る
出
塘
時
の
注
意

一
、
屍
体
の
腐
乱
防
止
の
た
め
に
使
用

し
た
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
、
化
学
防
臭

剤
は
必
ず
取
り
除
い
て
下
さ
い
。

O
火
葬
場
に
お
け
る
注
意

七 六 G議機織盤機闘機畿綴総瀦線機闘機綴線機機縁側側綴際機野間 一
火衛い、度、拐、 づさ員予
葬生合そで火っ けいに定火
場課せのす;葬て五 四 三 . 二 」。提持葬
待 下他干の下、利でが、指、願 2せ芳し、さしょ尚示問許
A 環さ不 待さ場用、備待示待いケん持て火いまお係しの河
口境ぃ明 時い内下セえ合に合ま分。暴あ葬。せ清員て十証
血管。の 問。のさルイす室従家すて但すり場 んめに指分を
笠 点 は 管L;フけにつの。ロしるまに の}対示前持
係 は 90 ロロ サてはて使 l生必すは ではすをに Jろ
(7'，)杭) 下 分 等 lあ、く用 ソ花要の抹 ご空る受来た
のー 記 i は どり湯だは ク(はで香 協受「け場者
元o に 120 丁 スま茶さ係 は花あ轡は カけこてしは
四一 お 分 寧 です具い員 持立り育用 くいこく、使
三 O 間 程 に 御の類。の 参てま等意 だたろだ係用

を年
受金火
け積葬
て立場
お金整
りか f蒜
まら事
すの業
。還の
元資
融金
資は

し一一一一

加

歳

に

な

っ

ち

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

わ
が
国
で
は
、
加
オ
に
な
る
と
、
成
人
と
し
て
多
く
の
権
利
が
認
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、
い
ろ
い
ろ
な
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

由
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
す
。

夢
と
希
望
が
満
ち
あ
ふ
れ
る
青
春
の
ど
真
中
に
あ
る
あ
な
た
方
に
と
っ
て
、

年
金
の
こ
と
な
ど
は
遠
い
将
来
の
こ
と
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
私
た
ち
の
平
均

寿
命
は
年
々
の
び
て
お
り
、
老
人
の
占
め
る
割
合
も
増
え
る
一
方
で
す
。

特
に
あ
な
た
方
が
と
し
よ
り
に
な
る
別
世
紀
は
高
令
化
社
会
の
ピ

i
ク
と
い

わ
れ
、
き
び
し
い
生
活
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
時
代
に
、
年
金
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

現
在
、
わ
が
国
は
「
国
民
皆
年
金
」
の
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
国
民
の
だ

れ
も
が
い
す
れ
か
の
年
金
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

会
社
や
工
場
に
勤
め
る
人
は
厚
生
年
金
保
険
、
船
員
は
掛
員
保
険
、
公
務
員

等
は
各
穣
共
済
組
A
ベ
そ
の
他
の
却
オ
か
ら
臼
オ
ま
で
の
人
は
留
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

こ
の
国
民
年
金
は
、
と
し
を
と
っ
た
と
き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
か
ら
だ
が

不
自
由
に
な
っ
た
り
、
不
幸
に
し
て
一
家
の
働
き
手
を
な
く
し
た
と
き
な
ど
に

も
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

か
け
金
は
、
月
額
一
二
、
三

O
O円
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
そ
し
て
老
後
の
た
め
に
、

必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

却
オ
に
な
っ
た
ら

勤
め
を
や
め
た
ら

関
員
年
金
へ
加
入
を

勤
め
人
が
、
六
十
歳
に
な
る
前
に
会

社
や
役
所
な
ど
を
退
職
し
た
ら
、
そ
の

翌
日
に
、
由
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

ご
本
人
が
印
鑑
と
年
金
手
帳
を
持
っ

て
、
役
場
年
金
係
に
お
い
で
に
な
れ
ば
、

そ
の
手
続
き
は
簡
単
に
す
み
ま
す
。

(
赤
い
年
金
子
帳
を
持
た
な
い
人
は
、

今
ま
で
加
入
し
て
い
た
年
金
の
被
保
険

者
証
を
持
参
し
て
で
さ
い
。
)

こ
の
手
続
き
を
す
る
と
、
今
ま
で
加

入
し
て
い
た
年
金
と
、
菌
民
年
金
と
の

被
保
険
者
期
間
が
自
動
的
に
つ
会
が
り

ま
す
か
ら
、
老
後
に
な
っ
て
よ
竹
下
多
く
の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

も
し
、
こ
の
手
続
き
を
怠
る
と
、
年
金
を
受
け
る
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い

な
い
人
の
場
合
は
、
掛
け
た
保
険
料
が
掛
け
捨
て
に
な
っ
て
し
ま
い
、
一
生
後

悔
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
た
と
え
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
る
人
で

も
、
少
な
い
年
金
し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
?JJ

老
後
の
生
活
設
計
を
大
切
に
す
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
、
こ
の
由
民
年
金
加
入

の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

酌
凹

締
め
ま
し
だ
か
?



もあ (6) 第 96号

新入学兜童(/)身体検査

学校保健法の規定により、就学時の健康診断を下記に

より行います。

日

夏海全域

祝町全域

所場所場

大賞金域

夏海小学校

祝町小学校

大貫小学校

"'" 

J
P
4
3
お
く
ら
し
と
税
金

私
た
ち
の
生
活
に
関
係
の
深
い
税
金

を
テ
!
?
に
し
た
テ
レ
ピ
番
組
「
メ
イ

コ
の
く
ら
し
と
税
金
」
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
女
優
中
村
メ
イ
コ
さ
ん
の

レ
ポ
ー
ト
と
司
会
で
、
{
杢
駐
の
主
婦
向

け
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

放
送
日
フ
ジ
テ
レ
ビ
で
毎
週
土
曜

日
午
前
十
一
時
十
五
分
か
ら
一
一
一
十
分
ま

で
、
テ

i
マ
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

事皆お昭和54年n月151:1

i田軍人及びその遺族のみ容さん

の恩給が改善されます

磯浜全域磯浜小学校

日
開
月
日
目

立
月
口
臼

日
月
M
M
g

u月
1
8

ロ
月
8
日

ロ
月
日
日

立問

n
m
g

u月
m
B

税
を
知
る
週
間

財
産
を
相
続
し
た
ら

も
う
す
ぐ
、
ボ
ー
ナ
ス

マ
イ
ホ
ー
ム
叩
年
計
画

あ
る
青
春
j
税
務
大
学
校
l

お
溶
の
む
な
ら

今
日
は
収
集
日

お
答
、
え
し
ま
す
。

ー
あ
な
た
の
疑
問
i

このたび恩給法が改正され つぎのとおり改善が行なわれ

ます。その主な内容は~

まず、昭和54年4月分から

①恩給年額が増額されます。

②普通恩給等の最低保障額が改善されます。

っきnニ6月分から
③公務扶助料、普通扶助料の最低保障額や傷病恩給の年額が

さらに引き上げられます。

④寡婦加算及ぴ遺族加算が改善されます。

さらに10月分から

⑤加算王手の金額計算への算入年令が60歳以上に改善されます。

⑥ l日海軍の特務士宮及び准士宮の仮定俸給が改善されます。

改善のうち、⑤⑥については、請求の手続きが必要です。

請求手続きは、役場厚生課(7局5111番)で受付ます。 昭和48年4月2日~昭和49年4月1日生※対象児童

電
話
加
入
名
、
が

亡
く
本
ら
れ
た
方
的

名
義
に
奪
っ
て
い
ま
せ
ん
か

L
加
入
名
義
を
変
、
え
る
場
合
は
、
相

続
さ
れ
る
方
の
一
戸
籍
抄
本
(
相
続

人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
戸

籍
抄
本
)
と
印
鑑
を
電
話
局
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

つ
ム
電
話
帳
の
掲
載
主
義
を
変
、
え
る
場

ム
ロ
は
、
電
話
で
、
ま
た
は
、
窓
口

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

お
客
さ
ま
の
電
話
加
入
主
義
、
ま

た
は
、
電
話
帳
に
載
せ
て
い
る
名
前

が
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
名
義
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
名
義
に
な
っ

て
い
る
場
合
は
、
相
続
さ
れ
た
方
の

名
義
に
変
え
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
手
続
き
は
、
左
記
の
と
お
り

簡
単
で
す
の
で
、
該
当
の
お
客
さ
ま

は
、
お
早
め
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ

アジチレピ
JOCX-TV 

毎週日曜日朝6:55-7:00

身近な品れあい

くらしと県政

肯県政の童書きや郷土の言首題を

フィルムでご紹介しています

肯「おはよう茨減J はコミュニ

ケーションの広場です

※
お
問
い
合
わ
せ
お
申
し
込
み
は

盤
的
二
九
九
一
番
(
無
料
)

大
洗
電
報
電
話
局

お年玉っき年賀{立がき発莞
昭和54年11月5日(月)
寄締金っき21円 木自込人形
寄附金なし20円 なまはげ

お早自にお近くの郵便局又は切手売さばき所で
お質求めください。

発売日
意授
1. 
2. 

お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が

き
、
発
送
は
立
月
初
日

頃
ま
で
に
。
大
洗
郵
便
局

O
商
工
業
の
皆
さ
ん
益
々
厳
し
く
な

る
経
済
状
勢
の
中
で
よ
り
以
上
発

展
、
向
上
す
る
た
め
に
是
非
と
も

青
色
申
告
を
お
す
、
め
し
ま
す
。

O
今
こ
そ
青
色
申
告
で
個
人
営
業
の

基
盤
を
き
づ
き
ま
し
ょ
う
。

稚
顧
問
ん
募
集

昭
和
田
年
度
町
立
幼
稚
鼠
の
入
国

児
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

O
募
集
人
員
及
び
対
象
一
者

磯
浜
幼
稚
国

(
Sオ
児
)
川
町
名

祝
町
幼
稚
園

(
4
歳
児
)
幼
名

(
5
歳
児
)
(
予
定
)
口
名

夏
海
幼
稚
弱
、

(
S歳
見
)
却
名

t:t 

時

11月20日(火)
午後1時30分より

11月21日(水)
午後1時30分より

11月27日(火)
午後1時30分より

11月29B (木)
午後1時30分より

県
内
で
、
訪
問
販
売
に
よ
る
苦
情
が

増
え
て
い
ま
す
。
訪
問
奴
売
に
つ
い

て
業
者
は
、
法
律
に
よ
り
規
制
さ
れ

て
お
り
、
購
入
・
契
約
を
す
る
時
は

次
の
よ
う
な
こ
と
を
覚
え
て
お
き
ま

し
ょ
、
つ
。
ω販
売
業
者
の
名
前
を
ハ
ッ
キ
リ
と
、

き
く
。

ω購
入
の
際
に
販
売
条
件
な

ど
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
書
面
を
、

受
け
と
る
。

ω購
入
者
は
、

ωの
毒

菌
を
受
け
と
っ
た
日
を
含
め
四
日
以

内
(
こ
の
期
間
を
「
ク
l
リ
ン
グ
・
オ

フ
期
間
」
と
い
い
ま
す
)
で
あ
れ
ば
、

無
条
件
で
解
約
が
、
で
き
ま
す
。
た

だ
し
そ
の
場
で
商
品
を
代
金
と
引
き

替
え
た
場
合
や
、
化
粧
品
な
ど
消
耗

品
を
使
っ
た
場
合
は
で
き
ま
せ
ん
。

欝覇

事ヰ
本罷

O
青
色
申
告
で
事
業
主
報
酬
(
親
父
の

臼
給
)
を
と
り
生
活
の
ゆ
と
り
を
考

、え土品、しょ、っ。

今
す
ぐ
商
工
会
内
大
洗
町
青
色
申

告
会
へ
御
相
談
下
さ
い
。

T
E
L
(
六
)

七

(
4
歳
児
昭
和
田
年
4
月
2
R

ー
昭
和
日
年
4
月
1
日
生
)

(
5
歳
児
昭
和
却
年
4
月
2
B

ー
昭
和
田
年
4
月
1
日
生
)

O
募
集
期
間

昭
和
日
年
日
月
山
日

l
u月
初
日

ま
で

※
入
園
願
書
は
各
幼
稚
園
に
用
意
し

て
お
り
ま
す
。

意

/

仙
ク
i
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
後
、
解
約

に
業
者
が
応
じ
た
場
合
、
業
者
が
請
求

で
き
る
損
害
賠
償
や
違
約
金
の
額
は
、

一
{
疋
限
度
に
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

訪
問
販
売
で
、
ト
ラ
ブ
ル
の
多
い
商
品

は
次
の
と
お
り
で
す
。

書
籍
(
百
科
辞
典
・
美
術
書
な
ど
)

健
康
食
品
(
朝
鮮
人
参
・
自
然
食
品
な

ど
)
自
動
販
売
機
、
教
育
器
、
ミ
シ
ン
、

保
検
、
鍋
、
消
火
器
、
ガ
ス
漏
れ
警
報

器
、
寝
具
そ
の
他
。
以
上
の
商
品
に
限

ら
ず
、
そ
の
商
品
に
よ
っ
て
、
被
害
迷

惑
を
受
け
た
場
合
は
、
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
、

T
E
L
Oニ
九
二
(
ニ
四
)

四
七
二
二
も
し
く
は
、
役
場
商
工
観
光

課
程
的

5
1
1
1番
、
内
線
四
六
番
へ

相
談
下
さ
い
。
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